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いろいろな病気
びょうき

の原因
げんいん

となるウイルスは、目
め

に見
み

えないくらい小
ちい

さくて、つばやせき、くしゃみにのって、人
ひと

から人
ひと

へと

うつる（＝感染
かんせん

する）ことがあります。自分
じ ぶ ん

の体
からだ

が元気
げ ん き

でも、手
て

についたウイルスが原因
げんいん

で広
ひろ

がることがあるので、注意
ちゅうい

が必要
ひつよう

です。つまり、「感染
かんせん

予防
よ ぼ う

」とは、自分
じ ぶ ん

への感染
かんせん

を防
ふせ

ぐことと、ほかの人
ひと

へ感染
かんせん

を広
ひろ

めないことをいいます。 

給 食
きゅうしょく

時間
じ か ん

にはどのようなことに気
き

をつければよいのか、考
かんが

えてみましょう。 

給食前
きゅうしょくまえ

にできることは？ 

●こまめに換気
か ん き

をする 
 

窓
まど

やドアを開
あ

けて換気
か ん き

をすることで、空気中
くうきちゅう

に漂
ただよ

う

ウイルスや細菌
さいきん

を外
そと

に出
だ

すことができます。 

手
て

を水
みず

でぬらし、

せっけんをつけて

泡立
あ わ だ

てる 

 

手
て

のひら、手
て

のこう、指
ゆび

の間
あいだ

、

指先
ゆびさき

、手首
て く び

の順
じゅん

に洗
あら

う 

水
みず

でしっかりと

洗
あら

い流
なが

す 

清潔
せいけつ

なハンカチやタオルでふく 

●手
て

を洗
あら

う 

 
 

必
かなら

ず健康
けんこう

状態
じょうたい

を確認
かくにん

します。発熱
はつねつ

、腹痛
ふくつう

、下痢
げ り

、 

吐
は

き気
け

があるなど、具合
ぐ あ い

が悪
わる

いときは、がまんしないで、

給 食
きゅうしょく

当番
とうばん

をお休
やす

みして、先生
せんせい

に伝
つた

えましょう。 

●健康
けんこう

チェックをする 

 

●マスクをつける 
 

給 食
きゅうしょく

を食
た

べる時
とき

以外
い が い

は、マスクをして過
す

ごします。

「いただきます」の後
あと

に外
はず

し、食
た

べ終
お

わったらつけま 

しょう。 

 

給 食
きゅうしょく

は、よくかんで、おしゃべりせず静
しず

かに食
た

べま

しょう。どんな味
あじ

がするかな？どんな材料
ざいりょう

が使
つか

われて

いるのかな？と考
かんが

えながら、給 食
きゅうしょく

をおいしく味
あじ

わっ

てほしいと思
おも

います。 

●静
しず

かに食
た

べる 
 

給 食
きゅうしょく

は、病気
びょうき

に負
ま

けない強
つよ

いからだをつくるため、 

栄養
えいよう

バランスを考
かんが

えて作
つく

っています。いろいろな食
た

べ 

物
もの

をバランスよく食
た

べて病気
びょうき

に負
ま

けない体
からだ

づくりを 

しましょう。 

●給食
きゅうしょく

をしっかり食
た

べる 
 

はず かた 

はず 

かた はな くち りょうほう 

おお みみ 

ひ
ょ
う
め
ん 

さ
わ 

給食
きゅうしょく

時
じ

間中
かんちゅう

にできることは？ 

給 食
きゅうしょく

当番
とうばん

は、白衣
は く い

とぼうし、マスクを

つけてお仕事
し ご と

をします。白衣
は く い

とぼうしは、

かみの毛
け

やゴミ、ほこり、ウイルスなどが

給 食
きゅうしょく

に落
お

ちないようにするために着替
き が

えます。マスクは、つばやせき、くしゃみ

といっしょにウイルスが飛
と

び散
ち

るのを防
ふせ

ぎます。 

●給食
きゅうしょく

当番
とうばん

は白衣
は く い

とぼうし、マスクをつける 

 
 

人
ひと

の手
て

はウイルスなどの運
はこ

び屋
や

です。手
て

が鼻
はな

、口
くち

にふ

れることで体内
たいない

に入
はい

ってしまう可能性
かのうせい

が高
たか

くなります。

しかし、このウイルスなどは、せっけんを使
つか

い正
ただ

しい 

手
て

洗
あら

いをすることで、洗
あら

い落
お

とすことができます。 


